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日 本 産 倍 足 類 及 び 診 足 類 の 分 類 学 的 研究 
ap クビ ヤス デ 和 の 2 新種 


= 好 A 徳 
Sep PU IL e SS e 


昭和 33 年 6 月 $ 是 受領 


九州 9 府 産 の 白色 ヤス デ が 高 華 に より クビ ヤス FE} Cryptodesmidae の 1 WE} Cryptodesminae の 新 属 新 
種 と 認め られ Leucodesminus granulatus の 学名 を も つて 記載 発表 され た の は 1943 年 の と と で あつ を た 。 と 
と ろ が 高 薩 は 採集 と 同時 に その 標本 の 一 半 を Verhoef へ も 送 つ た の で , Verhoef は と れ を 研 完 し , 新 科 新 
属 と 認め Kiusiunum nodulosum の 学名 と Kiusiunidae の 新 科 名 と を 一 足 は や く 1942 年 記載 発表 し た 。 
し た が つて 高 務 の 学名 は 後者 の レノ ニム と な つて いた わけ で ある が 私 は 不 注意 に も と の と と 人 C 気 ず か すず に の 
を 。 先 年 芳賀 昭治 氏 か ら 質 問 を 受け た の で 次 献 を し らち べ て みる と まさ に 上 記 の 如く で あつ を た 。 と れ に よ つ て 
秒 が か つて 本 誌 に 発表 レ Zalot a Leucodesminus melancholicus, 1952 及び L. verrucosus, 1955 
の 2 種 の 学名 は ,。 いま と れ を それぞれ Kiusiunum melancholicum (Miyos), 及び Kiusiunum verrucosum 
(Miyosi) と 路 め を けれ ば な ら ぬ 次 第 で や る 。 な お 次 に また 同属 の 2 MEENET 2 Fe PO 
Attems C 従 つた も の で Verhoeff に は し た が わな か つた 。 l 


l. Kiusiunum longisetum sp. nov.( ケ ナガ シロ ハ ダ ヤ スジ デ ) 

H: 体長 約 9mm. ZS 3.2mm 

HE: 体長 約 10mm. p 3.5mm 

RERA AEC ebe Aacht. COD, KAOTA = AE HERR CE DAERA ETCS ER 
は 治 赤 色 で 短 か く 第 6 DE, DEL ten L SoA rb, 8-9 烈 の 不 規 則 な 題 欄 の 横 
列 が あり , Pë GO ies e, D Zo OC ken io 体 節 の 後 環 分 の 背面 は ふく ら み , MEn L l% 
達し , その 処 線 と 後 線 と に は 多く の きれ と み が あ つて 約 40 ば か り の 小葉 片 所 の 突 超 を 生じ て いる 。 と の 小 
華 片 の 背面 基部 に 小 輝 あ り そ れ 選 剛 毛 を 生じ て に る 。 こ と の 外 に に 科 環 節 の 革 面 に は 3 横 烈 の 題 粒 状 隆 起 が だ なら 

U その 各々 に 先 の 上 曲 つ 甚だ 長い 剛毛 を 生じ て いる 。 を た だ し と DREA 3 列 は 側 半 の 背面 で は 前 方 の も の 
が 不明 譲 か つ 不 規 則 に を つて いる 。 他 の 一 般 的 な 形態 C お いて は 同属 の 他 種 と 甚だ よく 似 て いる 。 

ERR: 腸 飾 部 の 移 敵 か ら 4 本 の 大 突起 が 生じ て いる 点 は 同属 の 他 種 に 似 て いる けれ ども る 服 節 突起 (Abb. 
1, A) が 大 きく 2 有 叉 し 。 且 各 々 の 先 に 婦 小 純 あ る と と , それ か ら parsolenomerit (ps) が 単純 な 到 状 突起 で あ 
る と と , 妥 節 突起 の 基部 内 側 は 柄 円 形 (CC 大 きく ふく ら み , その 表面 に は 微小 な 突起 が 無数 に ある と と な どの 
点 で 他 種 と 区 別 で きる 特徴 を も つて いる と 考え られ る 。 

完 和 模式 標本 は 体長 9mm の 誰 , 別 禁 式 標本 は 体長 10mm o, BERRE UN DREES RULL, 
控 集 者 は 上 野 俊 一 氏 と 小林 直正 氏 。 採 集 昌 は 1956 年 1 月 12 Ho 標本 は 著者 が 保存 し て いる 。 アル マー 
ALS 


3. Kiusiunum sekii sp. nov. (ヤク シロ ハ ダ ヤ ス デ ) 

HE: 体長 約 I1mm. PERI 4mm. 

H: 体長 約 14mm. {Ki 4.8 mm. 
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は 半 円 形 , その 背 SBR < NRG < < TOTAAL C, GRD 
の 剛毛 は 頭 板 の 縁辺 の も の は 長く て 
目立つ が 中 央 部 の も の は 短 か ら 。 た 
だ し 長い も の も ゃ 混 生 し て いら る 。 DR 
各 後 環 節 の 背面 に は 3 PLR 4 列 の 
TEREE b. MEOH 
で は その 隆起 は ひく く 不 明瞭 CC なつ 
Thb. ARRELS DAEN ME 
SCT EE Të HRCA 
DZ BS Aën EZI 
河 , 1670m) で 採集 され た 個体 で は 
背面, 側 縁 と も 剛毛 は 殆ど たく, 
極め て 短い ゃ の が 少数 生じ て いる に 
TEFA. EDR 6 AROR 
訪 平 板 状 の 突起 が 1 対 あ る 。 

Abb. I. Kiusiunum longisetum Sp. nov. 1-5: Gonopoden Ge 
in: von innen E e Lu" von innen-vorn gesehen, Setz l 長 則 毛 が 列 生 し て いる 。 ZB 
aussen gesehen, vo: von vorn gesehen, hi: von hinten ge- e, 前 服 委 部 の 剛毛 は 比較 的 長く そ 
schen. S Z. Tergit des Männchen. OŽU. Rm o 

CSL TOTZ Z CARRELL T E, BARRICO L hL gE 


1 
Abb. II. Kiusiunum sekii sp. nov. 1-3 : Gonopoden。 in-hi : von innen-hinten 
gesehen, in: von innen SE au: von aussen gesehen. 4: 10. Tergit des 
Mannchens. 
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D5. REMBRANTS. SE d, parsolenomerit も 大 形 で , LK ok RER 
す 。 膝 路 世 部 の 基部 に 同属 他 種 区 見 られ See e Ch Ek BEER A 1 EE ET OAI k WE 
が 短 か く 少 い に と と な ど て より 本 種 は 季 種 と 区 列 で きる 。 

SEREA: 体長 Imm ob, 別 模 式 標本 : 体長 14mm Cp. go, 屋久 島 の 栗生 か ら 花 み 江 河 へ 登 
DECOTE AFROT A ARTE CET (700m 一 1670m Ee 採集 者 : 関 太 郎 氏 で 1957 年 3 月 31 
日 に 採集 きれ た 。 

以上 2 種 に つき , その 標本 を 恵まれ た か た が た (C 対 し と と 心から の 感謝 を ささ げ ば る 次 第 で ある 。 


交 St 


Attems, C. "20 Das Tierreich, Lf., 70, 264. 三好 保徳 "52 BAE, ei, 339 ーーー "85 
Së. 64, 186. A% ES '43 Tra. N. H. S Taiwan, 33, 605. Verhoeff, K. W. "Aë Archiv 
für. Naturgesch. 10, 441. 


Résumé 


Beiträge zur Kenntnis japanischer Myriopoden 
26. Aufsatz: Über zwei neue Arten von Kiusiunum (Diplopoda) 


Yasunori Mivosr 


Matuyama Kita Köōtōgakkö 


1 Kiusiunum longisetum sp. nov. 

Diese neue Art unterscheidet sich esch von der verwandten Art durch die folgenden Diagnosen: 

Männchen ca 9mm, Weibchen ca 10mm lang. Am Rücken des Collums 8-9 Höckerchenquerreihen 
vorhanden, und andere Metazoniten dorsal mit 3 unregelmässigen Höckerchenquerreihen. Alles Höcker- 
chen tragt je eine stark gebogene lange Borste. Metazonit an Seiten- und Hinterrand geteilt in ca 40 
Läppchen. - と 

Gonopoden ` Femoralfortsatz am Ende zweigegabelt und jeder Ast wieder gezähnt. Parsolenomerit 
einfach und Hornartig. Der innere Basalteil des Femoralfortsatzs ist geschwollen und bildet einen 
kopfkissenförmigen Buckkel, der zahlreiche winzige Zähnchen besitzt. 

Material: Holotype, ein Männchen von ca 9mm Länge. Allotype, ein Weibchen von ca 10mm 


Länge. Fundort : Taniyama-no-komori-ana, Maibara-cho, Shiga-ken. 


2. Kiusiunum sekii sp. nov. 

Diese neue Art unterscheidet sich klar von der verwandten Art durch die folgenden Diagnosen : 

Männchen ca 1i mm, ‘Weibchen ca l4mm lang. Metazoniten dorsal mit 3-4 unregelmässigen 
Höckerchenquerreihen. Borste auf des Fockerchen im Mittelgebiet des Metazonits ist sehr kurz, oder 
fast fehlen, und die im Randgebiet ist lang. Zwischen den Hüften des 6. Beinpaares des Männchens 
zwei Dlattentormigen Fortsätze vorhanden. 

Gonopoden: wie sie sich in Abb. H zeigen. Holotype: Männchen, 11 mm lang. Allotype: 
Weibchen, 14mm lang. Fundort: Yaku-shima. l 
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